
【短絡保護】
■ 短絡保護とは？
・ON／OFF出力タイプ（リレー接点を除く）の出力が無負荷で+V（NPNタイプの場合）または、0V（PNPタイプの場合）に
接続されたり（これを、短絡と呼びます。）、負荷がショート側に故障した場合、出力ON時に過大な電流が出力に流れ
ます。
この状態（短絡状態）では、最大流入電流（NPNタイプの場合）または、最大流出電流（PNPタイプの場合）を超える電
流が出力に流れ、出力トランジスタや逆接続保護用ダイオードが破損するおそれがあります。
この不具合を防ぐ回路を短絡保護（回路）と呼びます。
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・現在、開発・生産・販売されているほとんどのセンサの出力回路には、この短絡保護回路が装備されています。

（機種により異なり、設計上の都合などにより、短絡保護回路が装備されていない場合もあります。）

・小型ビームセンサ

 

CX-400シリーズの出力には短絡保護回路が装備されています。

■短絡保護（仕様）の事例



■ 短絡保護回路のしくみ
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・ダイカストビームセンサRXシリーズの検出出力には短絡保護回路が装備されていますが、自己診断出力には短絡保護

回路は装備されていません。

・角型近接センサGX-F6シリーズの出力には短絡保護回路が装備されていません。

・短絡保護回路が装備されていない場合は、出力に短絡電流が流れないように、注意してください。

・出力トランジスタのE（エミッタ）と0Vの間に抵抗を入れ、短絡電流が流れたことを“検出”します。

（NPNトランジスタタイプの場合）

抵抗に短絡電流が流れると、これにより電圧降下が発生し、E（エミッタ）の電位は、（

 

I × R ）分の大きさになります。

・短絡電流によりE（エミッタ）の電位が高くなると、短絡保護回路にその情報が伝わり、出力トランジスタを“強制的”に

OFFさせます。

■ どうして、短絡保護回路を入れているのか？

・無負荷で結線し短絡破損を起こした場合、それは、“使用者側の責任”と言えますが、パナソニック

 

デバイスＳＵＮＸ
では、使用者の誤配線はヒューマンエラーにより起こり得るものと捉え、（コストは上がりますが）短絡保護回路を
入れています。
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